










































































r 2 1世紀のあるべき姿」として「日本のこの男女の関係を変えること Jと
し、一連の警察キャリアの不祥事をみると男たちがいかに未成熟で自立してい
ないかということであり、それは女たちが男に仕えるボチになってしまってい
ることにも原因があること。女に対等な人権感覚を持てず、主人とボチの間柄
で育っていって、何で 21世紀の国際社会を乗り切ることができょうかと言う
主旨をとうとうと述べられました。 rとうとうと」というのは、満場の人達を
おそらく、誰ひとりとして飽かせなかったと思うからです。
'あるべき姿"として、"女にきちんと向かい合うことができること"という
視点から長崎の経済界に切り込んだのは田嶋さんが初めてだったのではないか
と思います。
2つ目は、田嶋さんが日頃どんな発言をしているのかを知っていて彼女に講
演を依頼した(ぽわれる)長崎法人会の今日的な姿勢を評価します。講師紹介に立
った会長の野崎氏の、田嶋さ んを紹介する内容がそれをよく物語っており、閉
会挨拶をした中川氏のお礼のことばも快く聞くことができました。会場がこん
なに満杯になったのは発足以来初めてだということでした。
それにしても、今夏私達が怒った長崎県町村議長会の講師人選との違いはど
うでしょう。 8月に招いた筑波大教授・中川八洋氏は戦争肯定、女性蔑視の講
演をし、私達の抗議にいまもって姿をくらましています。町村議長会の講師選
びは人任せで責任逃れに終始しており、会報にも書きましたがほんとうに"未
成熟な男たち"です。こんな人たちに地方自治を託しているのかと考えると、
ほんとうに深刻な問題です。
田嶋さん、さわやかな風を ありがとう
会報を読んで〈れているみなさんもどうぞ良いお年をお迎えくださいi
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